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スマホ携帯から
携帯でQRコードを
読み込んで下さい

和やかな雰囲気の中、私たちの意見を真摯に受け答えする玉井副知事（中央）

※広島県建設産業ビジョンとは…広島県が地域の持続的な発展と安全・安心を確保するために、建設産業の進むべき
方向性と環境整備を目的とし、2011年から5年ごとに策定し、建設産業の課題に対応した施策・取組を実施している。

副
知
事
ら
訓
練
校
施
設
を
見
学

広
島
県
・
玉
井
副
知
事
と

建
労
会
館
で
懇
談

職人川柳
　職人川柳に14作品のご応募あり
がとうございました。投票の結果、
下記の通り各賞が決定しました。

　

11
月
20
日(

水)

、
広
島
建
労

会
館
２
階
会
議
室
に
お
い
て
、

２
０
２
２
年
７
月
に
広
島
県
政

史
上
初
の
女
性
副
知
事
と
な
っ

た
玉
井
優
子
氏
を
含
む
、
県
側

４
人
と
組
合
側
４
人
で
、
「
広

島
県
で
若
者
が
安
心
し
て
入
職

し
、
熟
練
従
事
者
が
働
き
続
け

ら
れ
る
建
設
業
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。

　

昨
年
５
月
に
県
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
県
側
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
組
合
側
か
ら

は
、
広
島
県
に
特
徴
的
な
①
設

計
労
務
単
価
の
全
国
平
均
以
下

　

【
県
・
執
行
委
員
長
・
原

正
】
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
全
国
の
中
で
広
島

県
の
労
務
単
価
が
極
め
て
低

い
現
実
な
ど
を
広
島
県
へ
直

接
伝
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
２
０
２
６
年
に
予
定
さ

れ
て
い
る
「
広
島
県
建
設
ビ

ジ
ョ
ン
（
※
）
」
の
改
定
に

お
い
て
、
建
設
産
業
が
底
上

さ
れ
る
よ
う
に
取
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

広
島
県
は
２
０
２
４
年
４
月
に
、
「
若
者
減
少
・
人
手
不
足

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
若
年
層
の
転
出

要
因
の
分
析
や
運
輸
、
建
設
を
は
じ
め
と
し
た
人
手
不
足
が
深

刻
な
業
種
の
事
業
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
年
５
月
15
日
、
広
島
県
の
こ
の
チ
ー
ム
か
ら
広
島
建
労
に

対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
度
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
捗
に
つ
い
て
玉
井
副
知
事
や
担
当
課
長
と
懇
談
し
ま

し
た
。

中
国
地
方
整
備
局
と
の

懇
談
記
事
は
２
面
に
掲
載

執
行
委
員
長

原

正

で
伸
び
率
も
低
い
実
態
、
②
低

入
札
結
果
に
よ
る
官
製
ダ
ン
ピ

ン
グ
の
恐
れ
、
③
民
主
的
な
三

者
懇
談
の
場
の
欠
如
、
④
若
年

技
能
労
働
者
の
育
成
に
取
り
組

む
建
築
訓
練
校
な
ど
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
。
こ
の
ま
ま
で
は

単
価
の
高
い
県
へ
労
働
者
の
流

出
が
、
よ
り
一
層
進
む
恐
れ
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

経
産
省
で
製
造
業
に
精
通
し

て
い
た
副
知
事
か
ら
は
、
「
（
製

造
業
で
は
）
発
注
者
の
企
業
で

は
『
下
請
』
と
は
言
わ
な
い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
い
う
こ
と

　

副
知
事
ら
に
は
建
築
訓
練
校

の
実
習
場
を
見
学
し
て
い
た
だ

を
す
ご
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
を
守
ら
な
い
と
、

自
分
た
ち
が
生
産
で
き
な
い
と

い
う
意
識
が
す
ご
く
強
い
。
建

設
業
界
も
固
定
概
念
や
暗
黙
の

了
承
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
必

要
。
今
ま
で
通
り
下
に
し
わ
寄

せ
し
て
い
て
は
、
成
り
立
た
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
、
一
定
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

こ
の
翌
日
以
降
、
県
の
複
数

部
署
か
ら
組
合
や
建
築
訓
練
校

宛
に
事
務
レ
ベ
ル
で
具
体
的
な

話
し
合
い
の
打
診
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
何
が
で
き
る
か
模
索
し

て
い
る
県
の
意
識
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
建
設
従
事
者
の
処

遇
の
実
態
を
訴
え
つ
つ
改
善
策

を
提
案
し
、
広
島
建
労
単
体
の

要
望
か
ら
業
界
全
体
の
要
望
と

し
て
押
し
上
げ
、
業
界
か
ら
県

へ
の
働
き
か
け
を
作
り
出
せ
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
下
請
、
中
小

零
細
事
業
者
、
従
業
員
も
皆
で

一
生
懸
命
知
識
を
身
に
つ
け
て

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
６
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
「
広
島
県
建
設
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
１
」
の
改
定
に
向
け
、
意

見
を
反
映
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
が
当
組
合
の
益

々
の
発
展
、
そ
し
て
皆
さ
ん
と

皆
さ
ん
の
ご
家
族
に
と
っ
て
幸

せ
な
１
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

実
習
場
で
製
作
中
の
作
品
や

見
本
を
副
知
事
ら
に
紹
介

2025（令和7）年労働安全標語
　労働安全標語の募集で、18作品の応募がありました。応募されまし
た皆さん、ありがとうございました。その中から審査の結果、下記の   
とおり各賞が決定しましたので、ご報告します。

優 秀 賞

優 秀 賞

佳　　作

佳　　作

安全対策部

甲野　慎二さん(第７地連広島)

松田　智紀さん(第９地連広島北)

古城　義治さん(第２地連芦品)

滝口　益秀さん(第10地連高陽)

勝田　吉導さん(第７地連広島)

長田　孝行さん(第６地連江田)

井野本　康子さん(第７地連広島)

渡邊　栄治さん(第２地連芦品)

遠藤　良美さん(第５地連瀬戸内)

井野本　憲雄さん(第７地連広島)

山根　貴充さん(第２地連芦品)

上野　裕豊さん(第７地連広島)

自営業  退職時期を  悩むよな

温暖化  現場仕事は  更に酷

棟上げに  子供喜び  駆け回る

いつもの現場いつもの仕事  慣れと油断に潜む事故

危険作業  慣れた時こそ  慎重に

安全は  目から・耳から  心から

朝げんか  無事の帰還にほっとする

慣れてこそ  安全確認  今一度

人不足  単価安くて  誰も来ず

まあいいか　ゆるんだ心が　事故を呼ぶ

祖父の背を  見て真似をする  我が息子

まだいける！  古希の体にムチふるい！

ホームページ
検索

若広島県 少者 ・減
人
プ

足
ェ

手
ロ

対
ク

不
ジ

策
ト

広島建労の意見を

教　育
宣伝部

最優秀賞

最優秀賞

広島県の建設産業
底上げへ!!

2 整備局交渉、
 中央決起大会、

　 ひろしま技能フェア
建設国保関連記事の掲載：3面

2022（令和4）年4月以降に
小中学校へ入学された
「入学祝」の申請期限は、
（小学校2万円、中学校1万円）
2025（令和7）年
3月31日まで 今

月
の

紙
面

2025年（令和7年）1 月 10 日 発行第 804 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号（1）
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【
県
・
技
対
部
長
・
森
末
高

正
】
11
月
６
日(

水)

に
県
立
広

島
産
業
会
館
西
展
示
場
で
、
広

島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
主
催

の
「
第
41
回
ひ
ろ
し
ま
技
能
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
企
業
や
高
校
、
訓
練

　

【
県
・
賃
対
部
長
・
輪
場
直

幸
】
昨
年
10
月
31
日(
木)
広
島

合
同
庁
舎
会
議
室
で
、
全
建
総

連
中
国
地
方
協
議
会
は
国
土
交

通
省
中
国
地
方
整
備
局
と
の
懇

談
を
開
催
。
局
か
ら
は
稲
崎
契

約
課
長
を
は
じ
め
と
す
る
９
人
、

中
国
地
協
か
ら
は
全
建
総
連
・

長
谷
部
賃
対
部
長
を
は
じ
め
と

要請１．賃金引上げ、地域格差のない労務単価
局回答　現場従事者への賃金の行き渡りについては
今回の改正建設業法の三本柱の一つに位置づけられ
ている。著しく低い労務費、著しく短い工期による見
積りや見積り依頼は禁止。違反した発注者へは勧告公
表、建設業者へは指導監督の対象となる。

要請２．現場実態調査について
局回答　令和5年度の実地調査では、改正建設
業法によって新たに整備されたルールにかかる取
引実態を先行調査し、不適当な取引行為に対して
は改善指導を行っている。

要請３．価格転嫁した契約
局回答　建設業法第31条に基づき適切に対応してい
る事象が発生した場合、工事代金・工期の変更に応じ
なければならない。契約書に書いておくことが重要で

　

【
県
・
教
宣
部
長
・
髙
橋
博

文
】
11
月
21
日(

木)

、
全
建
総

連
は
「
国
会
請
願
採
択
を
力
に

大
幅
な
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、

建
設
国
保
育
成
・
強
化
で
仕
事

と
暮
ら
し
を
守
ろ
う
！
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
中

央
決
起
大
会
を
開
催
。
東
京
・

日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
は
、

47
県
連
・
組
合
か
ら
２
０
６
０

人
（
広
島
９
人
）
の
仲
間
が
結

集
し
、
建
設
業
の
労
働
環
境
改

校
な
ど
34
ブ
ー
ス
の
出
展
が
あ

り
、
約
１
７
０
０
人
の
方
が
来

場
。
（
一
社
）
広
島
建
築
共
同

職
業
訓
練
協
会
・
広
島
県
建
築

高
等
職
業
訓
練
校
も
協
賛
参
加

し
ま
し
た
。

　

技
能
フ
ェ
ア
は
、
職
業
能
力

す
る
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
自
己
紹
介
の
後
、
要

請
書
を
手
交
。
中
国
地
協
か
ら

事
前
に
渡
し
て
あ
る
９
項
目
の

要
請
書
趣
旨
を
説
明
。
整
備
局

か
ら
要
請
書
に
対
す
る
回
答
を

経
て
意
見
交
換
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
を
通
じ
て
痛
切

に
感
じ
た
の
は
、
組
合
員
へ
の

実
質
賃
金
の
実
態
を
ど
う
見
る

か
の
整
備
局
側
と
の
視
点
の
違

い
は
あ
っ
た
も
の
の
、
実
態
を

細
か
く
見
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

全
国
地
協
の
中
で
中
国
地
協

５
県
の
設
計
労
務
単
価
が
最
下

位
に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
私

達
一
人
一
人
が
自
覚
し
て
、
自

分
た
ち
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
何

も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
庁
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

ある。建設業法の改正・資材高騰の恐れがあるもの
は事前に申し入れておく。注文者が協議に応じないな
どは積極的に駆け込みホットラインを利用してほしい。

要請４．社会保険加入促進
局回答　立ち入り検査の際には元請企業として、下
請け企業の保険加入状況の確認と指導について、実
施されているか確認している。各種説明会や建設Gメ
ンの実施調査などの機会を通じて、社会保険の加入
にかかる元請企業としての関わり方について指導など
行っていきたい。

要請５．週休２日制
局回答　令和5年度の契約の３割程度の工事につい
ては、完全週休2日を実施している。今後も更なる完
全週休2日に向けて取り組みを進めていくものとする。

要請６．CCUS普及・促進
局回答　取り組み例としては、
下請け企業が技能レベルに応じ
た手当や賃金の支払い。月給制
の取り組みを元請けや発注者の
企業は一人親方も含め、適正な
工期・労務費などでの取り組み
を行うことによって、技能者を大

善
に
関
し
各
政
党
へ
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
・
鈴
木
委
員
長
の

委
員
長
と
し
て
初
の
集
会
と
な
っ

た
今
回
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
か

ら
の
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
・
橋
本
副
委
員
長

（
広
島
建
労
）
が
交
渉
団
を
代

表
し
て
決
意
表
明
を
行
い
、
厚

生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
な
ど

の
省
庁
要
請
へ
出
発
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
与
野
党
６
政
党
か
ら

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
各

党
代
表
へ
鈴
木
委
員
長
か
ら
６

項
目
の
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

全
建
総
連
・
小
倉
書
記
長
か

ら
の
基
調
報
告
で
は
、
「
建
築

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
」

「
建
設
国
保
を
育
成
・
強
化
す

開
発
の
意
義
や
必
要
性
に
つ
い

て
、
小
中
高
生
を
は
じ
め
、
広

く
広
島
県
民
の
方
々
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昭
和
59

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
本
校
指
導
員
で
、
も
の
づ

く
り
マ
イ
ス
タ
ー
の
平
井
指
導

員
が
、
３
ｍ
の
ヒ
ノ
キ
を
薄
く

長
く
削
る
鉋
削
り
の
技
能
を
披

露
。
そ
の
場
で
削
ら
れ
た
鉋
屑

を
テ
ー
プ
に
見
立
て
、
小
学
生

３
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
合
図
に
ぞ

く
ぞ
く
と
小
中
学
生
が
入
場
。

我
が
建
築
訓
練
校
の
ブ
ー
ス
で

は
、
平
井
指
導
員
と
訓
練
校
・

る
こ
と
で
現
行
補
助
水
準
の
確

保
」
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
を
法
的
に
位
置
づ
け

る
と
共
に
、
一
層
の
普
及
・
促

進
を
図
る
」
「
補
助
事
業
の
延

長
や
拡
充
を
行
う
」
「
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
根
絶
と
、
基

金
制
度
の
拡
充
」
「
適
格
請
求

書
保
存
方
式
お
い
て
、
小
零
細

事
業
者
が
取
引
か
ら
排
除
さ
れ

な
い
仕
組
み
」
に
つ
い
て
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
青
協
の
仲
間
に
よ
る
決

意
表
明
の
後
、
東
京
都
連
の
仲

間
に
よ
る
大
会
決
議
提
案
は
満

場
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後
は
「
建
設
国
保
・

育
成
強
化
」
「
賃
金
・
単
価
大

幅
引
き
上
げ
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド

ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
閉
会
し
ま
し
た
。

秋
本
指
導
員
、
技
術
対
策
部
・

森
末
部
長
を
中
心
に
、
万
能
椅

子
作
り
を
５
回
（
午
前
２
回
、

午
後
３
回
）
実
施
。
28
人
の
小

中
学
生
、
一
般
の
方
々
に
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
や
道
具
の
扱

い
方
の
難
し
さ
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
人
の
方
は
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、
細
部
の
面
取
り
に
ま
で
こ

だ
わ
っ
て
楽
し
そ
う
に
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
希
望
者
に
は
本
校
の

訓
練
生
が
作
成
し
た
四
方
転
び

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
今
年
も
好
評

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
作
品
が

無
く
な
り
ま
し
た
。

　

体
験
後
、
完
成
し
た
作
品
を

持
っ
て
会
場
を
歩
く
姿
を
見
る

と
何
だ
か
嬉
し
く
、
参
加
し
て

良
か
っ
た
で
す
。
こ
の
中
か
ら

将
来
の
大
工
さ
ん
が
生
ま
れ
て

く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
９
つ
の
梯
団
に
分

か
れ
デ
モ
行
進
を
実
施
。
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ
な
が

ら
、
東
京
駅
ま
で
建
設
技
能
者

の
処
遇
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

山
本
聖
空
さ
ん
（
第
３
地
連
）

　

初
め
て
中
央
決
起
大
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
６
０
人
も
の
人
の
多
さ
に

圧
倒
さ
れ
、
女
性
の
方
も
結
構

お
ら
れ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

集
会
が
始
ま
る
と
、
司
会
者

の
熱
意
や
他
県
連
の
意
気
込
み

を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
仲
間
と
デ
モ
行
進
で
全
建
総

連
の
掲
げ
る
主
張
を
コ
ー
ル
し
、

参
加
組
合
員
と
の
一
体
感
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
要
求
を
訴
え
る

ものづくりの楽しさや道具の扱い方の
難しさを万能椅子づくり体験で指導

合
同
庁
舎
で
の
懇
談
の
様
子

要
請
書
を
手
交

参
加
者
の
声

ひろしま
技 能
フ ェ ア

第41回

物
価
高
騰
か
ら

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
れ

賃
金
・
単
価
の

引
き
上
げ
予
算

中
央
決
起
大
会

34
ブ
ー
ス
の
出
展
に

約
１
７
０
０
人
が
来
場

協賛参加

11.
21

上げて!要
求

要
請
９
項
目
と
整
備
局
の
回
答
（
要
約)

要
請
９
項
目

　　中国地方整備局へ9項目要請
実質賃金の実態を細かく見ることが重要
中国地協が全国最下位を自覚し変わらなければ

切にする実績企業として評価することが想定されてい
る。

要請７．CCUSレベル別年収
局回答　CCUS利用拡大に向けた３か年計画の中で、
労務費の基準に適合した賃金の確保として改正建設
業法に基づき、労務費の基準を踏まえた労務費を下
請け業者まで行き渡らせ、そのうえで下請け業者には
CCUSの技能レベルに応じた賃金、いわゆるレベル別
年収の支払いの実現を求める。

要請８．労務費の行き渡り、公契約法
局回答　公契約法については地方整備局の権限でお
答えできる内容ではない。しかしながら、発注者に対
しても建設Gメンによる労務費の実地調査を行い、必
要に応じて指導監督を行っていく。

要請９．建退共関連
局回答　管轄工事の中での建退共掛金というのが、
現場管理費の法定福利費として建設業退職金共済制度
に基づく負担額としての予定価格の中に適切に計上さ
れるようになっている。令和７年度には建設キャリアア
ップシステムからワンタッチで建退共の就労実績の登
録を可能とすることで、元請け下請け間における建退
共事務の簡素化を図っていくこととしている。

国交省
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歯科健診を無料で受診できます。
※詳しくは建設労働組合の各地連窓口にお問い合わせください。

（※１）健康保険被保険者適用除外承認
証のコピー、印鑑
就職の事実を証する書類のコピー、印鑑
退職の事実を証する書類と健康保険被
保険者適用除外承認証それぞれのコ
ピー、印鑑

退職の事実を証する書類と就職の事実を
証する書類それぞれのコピー、印鑑

退職の事実を証する書類と退職後に土木
建築業に従事していることを証する書類
それぞれのコピー、印鑑

厚生年金喪失の事実を証する書類のコ
ピー、日数や時間が短くなった事を証する
書類のコピー（出勤簿や雇用契約書等）、
印鑑

登記簿等変更の事実を証する書類のコ
ピー、印鑑

変更の事実を証する書類のコピー、印鑑

建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

こんなときには届け出を

就労形態などが変わったときも届け出が必要です

個人番号（マイナンバー）の記入をお願いします

保険証または資格確認書、印鑑

該当被保険者の保険証または資格確認
書、印鑑

該当被保険者の保険証または資格確認
書、印鑑

土木建築業に従事していることが分かる
公的書類等と組合員となる方の本人確認
書類、印鑑

保険証または資格確認書、印鑑

印鑑

変更の事実を証する書類のコピー、印鑑

※各届け出には組合員並びに届け出事項に該当するご家族の個人番号が必要となりま
すので、個人番号の確認できる書類（個人番号カード・個人番号通知カード、住民票等）
を必ずご持参下さい。

・事業所を法人化した

・事業所に就職した
法人事業所のとき
個人事業所のとき

・事業所
を退職し、

他の
事業所へ
勤め始めた

法人事業所
のとき

個人事業所
のとき

独立開業した

・事業所は変わらないが、働く日数や時間
が短くなり厚生年金保険の適用とならなく
なった

・法人事業所を個人事業所に変えた
・事業所の住所・名称・

代表者などを変えた
法人事業所のとき
個人事業所のとき

・屋号をつけた

◆脱退・喪失

◆事業所等変更届

◆加入

◆取得

◆住所変更

◆職種変更

【こんなとき】

【届け出が必要なとき】

【届け出に必要なもの】

【届け出に必要なもの】

　 「みがく」「かきだす」で口臭の原因となる歯垢の除去、
「コートする」で歯垢の付着を予防することが期待できます。

ハブラシの持ち方、動かし方
■持ち方は歯や歯グキに無理な力がかかりにくいペングリップ
（鉛筆持ち）がおすすめです。

■みがく力は毛先が広がらない
くらいの軽い力でみがきましょう。

■1～2歯ずつみがく感じで小刻みに
ハブラシを動かしましょう。

歯間ブラシの使い方
■前歯：歯間部にゆっくり挿入

し、前後に数回動かします。
■奥歯：歯間部に挿入し、

左右に数回動かします。
■すすぎ：口をすすぎます。

歯間ブラシは流水でブラシ部分をよく洗い、乾燥させま
しょう。

※はじめてご使用になる場合は、なるべく歯科医の指導を受けましょう。

　　殺菌剤 塩化セチルピリジニウム(CPC)配合洗口
液は電気の力で歯の表面に留まり、細菌の増殖を抑制します。
　特に寝ている間は原因菌が繁殖しやすく、口臭や粘つきの
原因になります。洗口液を使用して原因菌の繁殖を抑えま
しょう。

　殺菌剤を配合した歯磨剤では殺菌剤なし
の歯磨剤と比べて長時間の口臭予防効果が
期待できるという報告もあります。

ハブラシでのブラッシング時には殺菌剤
入りの歯磨剤も使用しましょう

（※1）健康保険被保険者適用除外承認申請はその事実が発生してから14日以内に年金事
務所へ手続きする必要があります。（但し、厚生年金被保険者資格取得届については、事
実発生の日から5日以内）

下記のような事実が生じたら事業所等変更届を提出していただく
必要があります。この届は建設国保を運営していくうえで大変重要な
ものです。所属の地域連合で速やかな手続きをお願いします。
　常用の従業員が５人以上いる個人事業所の従業員の方に
ついても法人事業所に勤めている方と同じ手続きが必要となります。
　手続き等、不明な点がありましたら、建設国保または所属の
地域連合事務所へおたずねください。

　建設国保は自主運営の組合ですが、法律に基づいて認可された公
法人であり、国から多額の補助金を受けています。
　そのため全ての面で適正な運営を行う必要があり、被保険者資格
にかかわることや組合員さんの職種・勤める事業所に関することなど、
変更が生じた場合には迅速な届け出をすることが定められています。
　組合員さんは変更が生じた場合には、必ず所属の地域連合へ届け出をしてください。

　建設国保は、番号法の規定により個人番号
利用事務実施者となっていて、保険給付の支
給や国民健康保険料の徴収などに関する事
務において、被保険者のみなさんの個人番号

（マイナンバー）を利用して、他の行政機関
等と情報連携することとなっています。
　個人番号を用いた手続きでは厳格な本人
確認が義務付けられています。個人番号の記
入が必要な届け出を行うときには、なりすまし防止のため、個
人番号が正しいかどうか確認できるもの（個人番号カード、通
知カード等）と身元確認ができるもの（運転免許証など）を
持って届け出をするようにしてください。

情報提供　サンスター株式会社

口臭予防に効果的な
ケアの方法

お口を清潔にして健康に

３ステップで歯垢対策！

みがく

就職して職場の医療保険に加入した

土木建築業をやめた

家族が修学以外の目的で世帯を離れ、
別々に住み始めた

退職して職場の医療保険を喪失し、土木
建築業に従事している

結婚や出産などで扶養家族が増えた

引越しして住所が変わった

職種が変わった

資格の異動など 速やかに届け出を

かきだす

すすいでコートする

第５回

歯磨剤も一緒に使いましょう

Step
1

Step
2

Step
3
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12月1日の
組織人員
11,726人

４
つ
の
台
で
今
か
ら
料
理

画
面
に
集
中
し
て
学
習
中

観
光
船
で
遊
覧
し
て
き
ま
し
た

資
料
を
使
っ
て
学
習

労働安全標語

税
金
学
習
で
２
割
特
例

「
対
応
に
困
っ
て
い
る
」

毎
年
恒
例
の
日
帰
り
旅
行

倉
敷
美
観
地
区
散
策
な
ど

少
し
の
油
断
で
大
き
な
災
害

14
人
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
な
る
ほ
ど

健
康
料
理
教
室
に
17
人

お
腹
い
っ
ぱ
い
の
昼
食

第1地 連第1地 連
福 山福 山

第11地連第11地連
三 次三 次

第11地連第11地連
三 次三 次

第1地 連第1地 連
福 山福 山

　

【
主
婦
の
会
会
長
・
稗
田
和

子
】
11
月
８
日(
金)
に
福
山
市

深
津
交
流
館
で
健
康
料
理
教
室

を
行
い
、
17
人
が
参
加
。
女
性

16
人
、
男
性
１
人
で
楽
し
み
な

が
ら
、
お
い
し
い
料
理
が
で
き

ま
し
た
。

　

４
人
の
調
理
台
３
か
所
、
５

人
の
調
理
台
１
か
所
で
、
私
の

台
は
３
人
の
料
理
人
（
男
性
１

人
を
含
む
）
と
共
に
調
理
し
ま

し
た
。

　

１
人
が
野
菜
を
切
り
、
２
人

が
肉
を
炒
め
た
り
、
調
理
手
順

を
調
べ
た
り
。
私
と
い
え
ば
、

や
れ
お
玉
が
足
り
な
い
、
ザ
ル

　

【
税
対
専
門
委
員
・
貝
原
政

春
】
11
月
13
日(

水)

、
第
１
地

連
福
山
３
階
会
議
室
で
、
県
本

部
顧
問
税
理
士
高
盛
大
輔
氏
に

よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
で
の
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
税
金
学

習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
12
人
で
、
消
費
税

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
佐
々
木

哲
司
】
三
次
地
区
で
は
、
11
月

10
日(

日)

に
地
区
の
親
睦
を
図

は
ど
こ
に
あ
る
の
や
ら
で
右
往

左
往
。
何
せ
、
今
年
改
築
し
た

ば
か
り
の
交
流
館
で
の
実
習
。

見
た
目
は
美
し
く
整
え
ら
れ
た

の
納
税
義
務
、
納
税
義
務
の
免

除
の
再
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
中
の
２
割
特
例

に
つ
い
て
の
質
問
で
、
「
複
数

の
事
業
に
対
し
２
割
特
例
、
一

般
課
税
、
簡
易
課
税
を
ど
う
対

応
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」

「
２
割
特
例
に
つ
い
て
も
っ
と

　

【
倉
田
正
義
】
10
月
27
日(

日)

に
、
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
安
全
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
本
部
よ
り
安
対
部
長
の
花

﨑
直
行
氏
を
講
師
に
迎
え
、
午

前
９
時
か
ら
安
対
専
門
委
員
・

山
田
祥
雲
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
で

講
習
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
観
賞
で

す
。
ア
ル
ミ
脚
立
の
正
し
い
使

い
方
、
丸
ノ
コ
の
安
全
な
使
用

方
法
、
普
段
な
に
げ
な
く
使
っ

て
い
る
ア
ル
ミ
脚
立
や
丸
ノ
コ
、

り
、
な
か
な
か
会
え
な
い
互
い

の
子
や
孫
の
成
長
を
喜
ぶ
た
め
、

毎
年
恒
例
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
倉
敷
美
観
地
区
の

散
策
と
瀬
戸
大
橋
遊
覧
、
野
崎

家
塩
業
歴
史
館
」
の
見
学
で
す
。

27
人
と
例
年
よ
り
少
し
寂
し
い

参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
車
窓
か
ら
見
え
る
紅

葉
は
ま
だ
ま
だ
で
し
た
が
、
車

内
で
は
毎
年
恒
例
の
到
着
時
間

当
て
・
な
ぞ
な
ぞ
大
会
で
、
み

ん
な
の
笑
い
声
が
飛
び
交
う
楽

し
い
道
中
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
倉
敷
美

内　容 件数
打 撲 ・ 捻 挫 ６
転 墜 落 ４
職 業 病 ２
工 具 ・ 機 械 １
切 れ ・ こ す れ １
転 倒 １
飛 来 ・ 落 下 １

計 16

地連名 件数
第１地連 福 山 １
第２地連 芦 名 １（１）
第３地連 しまなみ （１）
第４地連 広島中央 （１）
第７地連 広 島 ３（７）
第８地連 広 島 西 １

計 ６（10）
（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

労働災害地連別件数一覧表
令和6年11月分

労災保険に入りましょう

調
理
台
な
の
で
す
が
…
。
必
要

な
鍋
と
か
お
玉
・
ザ
ル
な
ど
置

い
て
あ
る
場
所
が
分
か
ら
ず
、

引
出
し
や
引
き
戸
か
ら
探
す
の

が
大
変
で
し
た
。

　

調
理
器
具
を
ひ
と
通
り
そ
ろ

え
て
調
理
を
始
め
た
つ
も
り
で

は
い
た
の
で
す
が
、
足
り
な
い

分
か
り
や
す
い
情
報
が
欲
し
い
」

「
一
人
親
方
で
免
税
業
者
、
親

会
社
か
ら
登
録
が
必
要
と
言
わ

れ
対
応
に
困
っ
て
い
る
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
対
策
に
は
、
ま

だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

も
の
が
続
出
で
バ
タ
バ
タ
。
そ

れ
で
も
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
く
、

お
腹
一
杯
の
昼
食
と
な
り
ま
し

た
。

　

み
ん
な
で
料
理
を
完
成
さ
せ

試
食
す
る
。
そ
れ
こ
そ
、
フ
レ

イ
ル
予
防
。
口
も
手
も
忙
し
く

動
い
て
い
ま
し
た
。

令和5年度・佳作

皆
で
守
ろ
う

職
場
の
安
全

尊
い
命

第7地連広島
井野本　憲雄さん

「カンガルーマーク」クイズ
紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数(

写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い)

を
お
答
え

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ(

Ｆ
Ａ
Ｘ
可)

に
、
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・
『
広
建
新
報
』
に

つ
い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で

す
。
抽
選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応

募
締
め
切
り
は
今
月
末(

消
印
有
効)
ま
で
で
す(

正
解
：
12
月
号
は
３
個)

。

少
し
の
油
断
で
大
き
な
災
害
を

招
き
ま
す
。
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る

け
ど
、
や
っ
て
し
ま
う
！　

講

習
者
14
人
は
全
員
う
な
ず
い
て

い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
一
生
懸
命
に

な
る
ほ
ど
と
見
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
安
全
対
策
部
の

安
全
講
習
会
用
資
料
を
使
っ
て

の
学
習
で
す
。
普
段
よ
く
考
え

れ
ば
分
か
る
と
思
う
安
全
対
策
。

し
か
し
、
慣
れ
が
油
断
を
呼
ぶ
。

そ
れ
が
一
生
を
棒
に
振
る
よ
う

な
こ
と
に
な
る
。
安
全
対
策
を

何
回
も
繰
り
返
し
学
び
実
践
し
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。
そ

う
考
え
て
、
面
倒
く
さ
が
ら
ず

繰
り
返
し
や
っ
て
い
き
た
い
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

約
２
時
間
の
講
習
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

観
地
区
。
町
並
み
散
策
時
の
人

の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
の
昼
食
は
美
観
地
区
で
最
も

評
判
の
高
い
料
理
屋
と
い
う
こ

と
だ
け
あ
っ
て
、
何
を
食
べ
て

も
美
味
し
く
、
皆
さ
ん
ぺ
ろ
り

と
完
食
で
し
た
。

　

次
は
、
観
光
船
に
乗
っ
て
瀬

戸
大
橋
の
遊
覧
で
す
。
少
し
日

が
陰
っ
て
寒
か
っ
た
の
で
す
が
、

船
の
上
部
デ
ッ
キ
か
ら
見
上
げ

る
橋
は
実
に
圧
巻
で
し
た
。

　

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
色
々

な
テ
レ
ビ
や
映
画
の
ロ
ケ
地
で

有
名
な
野
崎
家
塩
業
歴
史
館
で

す
。
最
近
で
言
う
と
「
ミ
ス
テ

リ
と
言
う
勿
れ
」
で
菅
田
将
暉

さ
ん
が
ロ
ケ
で
訪
れ
た
旧
野
崎

家
住
宅
。
敷
地
面
積
３
千
坪
・

建
物
延
床
面
積
千
坪
と
、
広
大

な
敷
地
・
建
物
で
す
。
そ
の
大

き
さ
・
広
さ
・
美
し
さ
に
驚
き

ま
し
た
。

　

少
々
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
し
た
が
、
日
頃
に
な
い
時
間

の
過
ご
し
方
を
経
験
し
ま
し
た
。

来
年
も
よ
り
多
く
の
組
合
員
の

方
た
ち
と
親
睦
の
日
帰
り
旅
行

が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

申
請
期
限
は
資
格
取
得
日
か
ら
３
年
以
内

資
格
取
得
奨
励
金
・
報
奨
金

　

２
０
２
２
年
に
取
得
さ
れ
た
給
付
対
象
の

資
格
は
資
格
取
得
日
か
ら
３
年
以
内
が
請
求

可
能
で
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

所
属
の
地
連
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

16
日　

第
７
地
連
特
定
健
診

21
日　

各
地
連
事
務
担
当
者
会
議

31
日　

四
役
・
財
務
部
会

　
　

３
日　

四
役
会
議

　
　

７
日　

監
査
・
監
事
会

10
日　

㈳
訓
練
・
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会
理
事
会

18
日　

第
61
回
主
婦
の
会
総
会

19
日　

第
３
１
５
回
執
行
委
員
会

20
日　

各
地
連
青
年
部
長
会
議

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
１
〜
２
月
の
行
事
予
定
▲

1月2月

Ｑ： 2025年確定申告の注意点を教え
てください。

Ａ：確定申告は、前年(1月～12月)の
所得について、原則として翌年の2月
16日から3月15日の間に申告します。
2025年2月16日は日曜日、3月15日は

土曜日にあたるため、2024年1～12月分の所得・控除の
申告期間は2025年2月17日(月)～3月17日(月)です。こ
のほか、2024年から変更された2点について説明します。

❶ 定額減税関連の記入欄が第一表に追加
岸田文雄前首相肝いりの施策と

して 2024年に実施された定額減
税に関する記載欄が追加されてい
ます。
　納税者本人と扶養親族に対し、
それぞれ所得税3万円・住民税1万
円が減税（所得が1,805万円を超え
る人は対象外)されます。
　申告書を作成する際には、第一
表の「令和 6年分特別税額控除（3万円×人数 )」に人数を
記入し、控除額を記入しましょう。 

税金Ｑ＆Ａコーナー 税　金
対策部

❷スマホ用電子証明書の利用開始
マイナンバーカードの保有者は、マイナポータルアプ

リから、お持ちのスマートフォンにスマホ用電子証明書
の搭載の申し込みができます。
　これにより、マイナンバーカードで利用できるサービ
ス(申告書の作成やe-Taxでの送信)をスマートフォン(た
だしiOSについては、2025年春にリリース予定)だけで
完結できるようになりました。

参考：デジタル庁HP「スマホ用電子証明書搭載サービス」

●
●

●

●
●

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

税

金

の

計

算

配 当 控 除
又 は 第 三 表 の 93

災 害 減 免 額

上の㉚に対する税額

平均課税対象金額

延 納 届 出 額

復興特別所得税額
（41－42）

源 泉 徴 収 税 額

予 定 納 税 額
（第１期分・第２期分）

申 告 納 税 額

所

得

金

額

等

所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
金
額

雑

短 期

長 期

配 当

一 時

営 業 等

農 業

給与

氏 名

種類 電話
番号 － －

柄続のと主帯世名氏の主帯世号雅・号屋業職

〒 －

○＋｛（○＋○）×／｝ケ コ サ 1 2

不 動 産

利 子

配 当

雑

）（

国 出

社会保険料控除

生命保険料控除

地震保険料控除

基 礎 控 除

○から○までの計

雑 損 控 除

寄 附 金 控 除
合 計

配偶者

医療費控除

公的年金等

業 務

そ の 他

郵便局
名 等

預金
種類

給 与

扶 養 控 除

第３期分
の 税 額

業 務

その他

自宅･勤務先･携帯

住宅耐震改修
特別控除等

・ ・

整理
番号

合 計

申告書

営業等

農 業

公 的年金等

納税地

振替継続希望
（
単
位
は
円
）

税務署長
令和　　年　　月　　日令和 年分の の所 得 税 及 び

復興特別所得税

第
一
表

現在の
住 所
又は
居 所
事業所等
令和　年
１月１日
の 住 所

個人番号
（マイナンバー）

生年
月日

フリガナ

青 色 分 離 損 失 修 正 特 農特農の
表　示

収

入

金

額

等

修
正
申
告

そ

の

他

届 
出

延
納
の
受

　取

　場

　所

還
付
さ
れ
る
税
金
の

事

業

事

業

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

不動産
区
分
１

区
分
２

区
分
１

区
分
２

区
分
１

区
分
２

総
合
譲
渡

区
分

⑦から⑨までの計
総 合 譲 渡 ・ 一 時

（①から⑥までの計＋⑩＋⑪）

小規模企業共済等掛金控除

寡婦､ひとり親控除

勤労学生、障害者控除

（特別）控除

（㉕＋㉖＋㉗＋㉘）

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

23

24

25

26

27

28

29

～

～

～

⑰　
 ⑱
⑲　
 ⑳
㉑　
 ㉒

30

31

32

33

34

41

42

43

44

45

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

35　
 37
38　
 40

46　
 47

～

～

～

課税される所得金額
（⑫－㉙）又は第三表

（特定増改築等）
住宅借入金
等特別控除

政党等寄附金等特別控除

差 引 所 得 税 額
㉛－32－33－34－35
－36－37－38－39－40

再差引所得税額（基準所得税額）

所得税及び復興特別所得税の額

外国税額控除等

修正前の第３期分の税額
（還付の場合は頭に△を記載）
第３期分の税額の増加額
公的年金等以外の
合 計 所 得 金 額

配偶者の合計所得金額

専従者給与（控除）額の合計額

青色申告特別控除額
雑所得・一時所得等の
源泉徴収税額の合計額
未納付の源泉徴収税額

本年分で差し引く繰越損失額

変動･臨時所得金額

申告期限までに納付する金額

銀行
金庫･組合
農協･漁協

本店･支店
出張所
本所･支所

口座番号
記号番号

普通 当座 貯蓄納税準備

公金受取口座登録の同意 公金受取口座の利用

（43×2.1％）

（45－46－47－48）

（49－50）

納める税金

還付される税金

（43＋44）

納 管

事 業

住 民

資 産

総 合

分 離

検 算

年月日

・・

年 月 日
整理欄

受
付
印

（
令
和
五
年
分
以
降
用
）

44･

45･

49･

51
又
は
52
の
記
入
を
お
忘
れ
な
く
。

通 信
日付印

一 連
番 号

Ｌ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ

確
認

区
分
異
動
補
完

整

理

欄管
理

名
簿

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員
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